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環境を楽しみながら学べる施設として、戸越公園内に令和4年5月1日にオー
プン。都内公共建築物で初の「Nearly ZEB」を認証取得した環境にやさ
しい建築物です。環境学習と憩いの場として気軽に足を運んでみませんか。

Vol.21エコルとごし（ 環境学習交流施設）

自分らしく安心して働き続けられる場所-私たち自身が笑顔でいられる職場環境づくり ・・・・・・・P2～6

男女共同参画センターからのお知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7～8

られる
づくり
本照夫さん

自分らしく安心して
働き続けられる場所
-私たち自身が笑顔でいられる

職場環境づくり
社会福祉法人げんき　理事長　杉本照夫さん

特集



社会福祉法人げんきは、平成13年に障がいがある

人が家族とともに支えあうことを目的として設立し

た、『NPO法人ぴゅあ・さぽーと』の福祉事業部門を

引き継ぎ、平成24年3月に創設されました。品川区

に根ざして様々な施設を運営し、現在は大きく分け

て4つの事業を行っています。

1つ目は「就労支援」で、障がいがある方たちがその

人らしく安心して働けるためのサポートを行ってい

ます。2つ目は「生活支援」で、障がいがある方たちが、

地域の中で暮らしていくためのサポートとして、「グ

ループホーム」を3か所運営しています。3つ目は「児

童支援」で、2歳から高校生までの障がいがあるお子

さんたちが身のまわりのことや集団生活に適応でき

るようにサポートを行っています。4つ目は「相談支

援」で、障がいがある方たちが地域の中で自分らしく

生きていくことをサポートするために地域生活の相

談などを受けています。障がいがある方への支援の

場として、規模としては小さな事業所ですが、品川

区で、地域と密に関わりながら活動しています。

正直な話をすると資金のことです。社会福祉法人

は、非営利団体です。非営利なので営利企業とは違

います。特にコロナ禍でのこの2年間は、我々のよ

うな10人20人での小規模な事業所では、経営はな

かなか大変でした。ただ、我々の目的は、いい社会

にしたいという気持ちで、障がいの有無にかかわら

ず、個々が尊厳をもって、その人らしく安心して地

域で生活ができるように、その自立を支援すること

です。大変ではありましたが、それ以上に身近な人

たちと一緒に活動できることは喜びも大きいですし、

人とのふれあいはその分強いと感じています。

コロナの前にはできていたことが、いろいろな意

味で制限されました。私たちも、今までどおり自由

な行動ができなくなったり、仕事

が休みになったりしました。障が

いがある方たちは、そういった変

化に対してデリケートな方がすご

く多いので、体調や行動に現れた

り、現場で支援を行っている中で

も様々な影響がでていると感じま

した。施設を閉鎖することはしま

せんでしたが、通所を制限し、と

にかく人と接触しないというこ

とを優先しました。本来であれ

ば、お会いしてお話を聴かなけれ

ばいけないことが電話やメールに

なってしまい、少し時間がかかってしまったり、利

用者やその家族の方などの不安を募らせてしまった

こともありました。対人がサービスの基本であるた

め、マスクが苦手な利用者の方にも、マスクの着用

をお願いしなければならず、職員もいつ自分が感染

するかもしれないというリスクを感じながらも使命

感を持って取り組んでくれていました。行動だけで

なく精神的にもいろいろな制約をうけたなと感じて

います。ただ、良くなったこともあります。これま

では、衛生面や環境面について深く考えることはな

かなか難しかったのですが、職員からもっといい支

援を届けるための改善点や提案などもたくさん出る

ようになりました。また、職員の働き方についても

この2年でより深く考えられるようになってきたと

思います。あとは、これまでは向かい合って支援す

ることが当たり前でしたが、オンラインでの相談を

取り入れることで、新しい支援の方法を見つけるこ

とができました。

法人全体で、職員は60名ほどいます。実は8割が

女性です。女性が多く、なおかつ結婚している方や

子育てをされている方、出産をされる年齢の方達が

多くいる中で、『どうやってこの小さな職場で助け合

うか』を積み重ねていきました。現場でやってみて、

新しいルールが必要になれば理事会や評議員で検討

し、新しいルールを作り、国の制度を取り入れて工

夫した結果、良くなったのかなと思っています。あと、

私たちは日々サービス・支援を届けるとき、働く職

員がいきいきして、前向きに取り組んでいかないと、

良いサービスは届けられないと思っています。職員

自身に余裕がなくなると、利用者の方にも伝わって

しまいます。地域の中でより良いサービスを継続的

に届けるという社会福祉法人としての使命を達成す

るためにも、職員一人一人やチーム全体が、働きが

いがあり、働きやすく充実していることが重要であ

ると考えています。まずは実際に自分たちが取り組

んで、地域への発信者となり、それが社会全体に繋

今回はTOKYOはたらくネット「東京ライフ・ワーク・バランス認定企業」に認定された、

社会福祉法人げんき　理事長の杉本照夫さん、理事の伊藤美佐さんにお話しを伺いました。

社会福祉法人げんき
理事長

杉本照夫さん

interview
清泉女子大学の学生によるインタビュー

自分らしく安心して
働き続けられる場所
－私たち自身が笑顔でいられる職場環境づくり

特集

これまでに事業を発展させていく中で大変
だったことはどんなことですか。

コロナ禍前とコロナ禍の現在で支援の仕方や
取り組みなどに変化がありましたか。

NPO法人を経て現在は社会福祉法人として、
障がい者の支援を行っていますが、その支援
の内容について教えてください。

この度、TOKYOはたらくネット「東京ライ
フ・ワーク・バランス認定企業」に認定され
ましたが、生活と仕事の調和の実現に向けて
取り組んだきっかけを教えてください。
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がり、より良い仕組みになっていったらいいなと思っ

ています。

1つ目は「短時間正職員制度」です。正職員として、

短い時間で働く制度です。子育てが理由の場合は子

どもの年齢や取得期間に制限などを設けず、柔軟な

対応をしています。介護などの理由でも取得するこ

とができ、毎年数名の職員が取得しています。その

分、職員の配置を調整しなくてはならないのですが、

配置基準を満たしたうえで、サービスを滞らせるこ

とがないよう、工夫しながら職員配置を行っていま

す。シンプルに言うといつでも戻れる環境づくりで

す。これまでだと1年経過したら戻らなくてはいけ

ない、3年経過したらもう戻れないとい

う状況がありましたが、『戻ってきたら

また一緒にやろう』ということが一番大

切なことなんだと思います。現場が一つ

一つ積み重ねてやってくれたことで法人

として取り組むことができていると思い

ます。2つ目は「在宅勤務制度」です。通

常は現場に出勤することが前提ですが、

コロナ禍や災害発生時においても支援を

途切れさせないため、パソコンやシステ

ムがあればどこにいても繋がることがで

きることは大事だと思っています。3つ

目は『資格を取得するための応援』をして

います。国家資格などを取得するときは休暇が必要

ですが、休暇を取りやすくする制度を導入し、資格

を取った方へは手当を支給しています。職員自身や

法人にとっても資格を取得することで地域に貢献で

きることはとてもメリットがあると思っています。

年に1度キャリアアップの面談等も行っていて、

そこで今後受けたい研修や資格取得について、上司

と話す機会を設けています。妊娠や育児で時短にし

たいとか、病気の療養で手術の予定があるとか、上

司にはなんでも話せる場があり、すぐ制度の申請が

できる環境です。管理職も職員が話しやすいオープ

ンな環境になるように努めていますし、管理職には

話しにくい場合でも法人本部が相談にのり、意見を

聞き取れる環境を作り、柔軟に対応しています。

『短時間正職員制度』は毎年数名の職員から申請が

あり、制度を活用しながら働いています。正職員、

短時間正職員、非正規職員など多様な勤務形態の人

達と働くということは、職員間でもメリットがあり

ます。働き方で不公平感が出ないように、現場では

コミュニケーションをとりながら日々工夫をするこ

とが必要ですが、支援以外の部分をなるべく効率化

し、現場に負担がかからないようにすることで、短

時間の職員がいることが私たちにもメリットがある

と感じながら働くことができています。それが職員

の定着率にもつながり、昨年の退職者はいませんで

した。これまで離職者が何人も出た年もありました

が、これからも支援を継続していくためには、スタッ

フを大事にし、育てていくことが必要だと思ってい

ます。アサーション研修は、外部講師を招いて研修

を実施しました。職員同士のコミュニケーションは

とても重要で、お互いがギスギスしていたりすると、

利用者への支援に響いてしまいますし、お互いに気

持ちよくコミュニケーションを取れるようにするた

めにも、研修は有効であったと思います。また、職

員が情報を自然に共有できるようなシステも重要だ

と考えています。システムに情報を取り込み、職員

の中に情報が行き渡るようにすることや、職員一人

一人に貸与しているスマートフォンでも、グループ

ウエアやLINEを使い情報を共有することで、リアル

タイムの情報が行き渡り、業務も効率化できますし、

共通の認識を作ることができます。在宅勤務制度に

おいてもこれらを活用することによって円滑に業務

を進めることができていると思います。育児や介護

などの事情を抱えながらも、これらの制度を利用し

ながら安心して働き続けられる環境が整ってきたの

かなと思っています。

私は子どもの福祉が専門で、最初に大学を出た時

はそれが一番やりたかったことでした。私が子育て

した時代は今ほど制度が充実していませんでしたが、

家庭での子育ても私は参加したい方でした。今まで

の日本の社会の中で、古くからの男女の役割などが

あって、今に繋がっていると思いますが、男性だか

ら女性だからということではなく、子どもを育てる

ことや介護なども地域が協力してやっていけるよう

な体制がとれるといいなと思います。地域の中のい

ろいろな困りごとは、当事者だけで解決するには限

界があると思いますし、そういう方たちが相談でき

る場や社会福祉法人として地域の中でも関われるよ

うになるといいなと思います。また、職員も東京以

外のいろいろな地域から通勤していますが、住んで

いる地域のサービスも違いますし、パートナーとの

状況も様々です。多様な人達が働いていくこれから

の社会が、女性にとってもっともっと良くなればい

いなと思っています。

私たち福祉の仕事は、相手をよりよく支援するた

めには、支援をする側である私達が笑っていなけれ

ば相手は笑えるようになりません。そういうことが

我々の仕事の在り方であり、目標なので、今やって

いることを一つ一つ実践し、取り組んでいくことが

大切なことだと考えています。今まで来た道、在り

方は正しいと思っていて、げんきではそれが出来て

いるため、これからもコツコツと取り組んでいこう

というのが今の思いです。また、社会福祉法人とし

て支援を途切れさせないということが大事だと考え

ています。地域での生活は代が変わっても続いてい業務執行理事 伊藤美佐さん

※アサーション研修　アサーションとは、よりよい人間関係を築
くためのコミュニケーションスキルの一つで、相手の気持ちも尊
重しながら自分自身の意見や主張を伝える手法です。

社会福祉法人げんき

法人本部職員の石橋照美さんにもご参加いただきました

具体的な取り組みはどのようなものですか。

職員が制度を取得しやすくするために工夫し
たことはどんなことですか。

制度の導入やアサーション研修※の実施に
よって、職場環境に変化はありましたか。

職員の方が安心して笑顔で働き続けられる職
場として、今後の目標を教えてください。

働く場での女性活躍支援などの取り組みが言
われていますが、日本における働き方への印
象はどのようなものですか。
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I N F O R M A T I O N

きますし、今後サービスの状況も変化していきます。

困りごとがあった時に、人が変わっても状況が変わっ

ても支援が受け続けられるよう、必要な人に必要な

ことが一つでも届けられるよう、地域に貢献できた

らと思っています。そのために、職員は法人の中だ

けで活躍していくのではなく、ここでやったことを

地域で活かすことで、地域全体に笑顔が広がっていっ

たらいいなと思っています。

法人の理念として『地域社会のすべての人とともに

歩む』ということがあります。誰もが自分らしく生き

ていくということがそこにあるのです。マイセルフ

にも「自分らしく」とありますが、私たちの理念と通

じるものがあります。地域には様々な方がいらっしゃ

います。誰一人として同じ人はいません。障がいが

ある方たちもたくさんいらっしゃいます。いろいろ

な人がいるから誰もが住みやすく、暮らしやすい地

域にしていきたいですし、これからも努力して支援

を届けていきたいと考えています。発信していくに

は実践がなければできないし、実体験がなければな

かなか伝わりにくい。マイセルフで発信された情報

を皆さんと共有できることは素晴らしいことだと思

いますし、自分らしく生きるために、何かヒントを

見つけるきっかけになればと思います。

取材や編集を通して、良いサービスを届けるためには、
自身の充実も重要だと知りました。育休取得や職場復
帰など、一つ一つに向き合った積み重ねが、誰もが自
分らしく生きられる社会に繋がっていく。支援を必要
としている方をはじめとして、すべての読者の方にげ
んきさんの取り組みを届けることができていたら嬉し
く思います。

（石田瑠果）

取材をさせていただき、皆さんとても優しい方で、楽
しくお話を聞かせていただきました。障がい者への支
援が足りないという問題を解決するために小さな町の
一角で団体を立ち上げたのが最初、というお話を聞い
て感動しました。育児中の女性や障がいをもつ方など
が笑顔で働ける環境への取り組みが、今後の社会でど
んどん増えていったら良いなと思いました。

（板橋萌）

職員一人一人、様々な働き方があり、それに対応した
制度があることを知り、ワーク・ライフ・バランスの
取り組みについてより学ばせていただきました。また、
障がい者支援のサービスということもあり、職員側が
働きがいのある制度を作っていくことや、上司との相
談の機会があることが、利用者のよりよいサービスに
繋がるということを勉強させていただきました。

（倉石望愛）

産休・育休を取る大変さやその後の復帰の大変さをこ
れまで耳にすることが多かったため、復帰時に、また
一緒に頑張ろうと受け入れてもらえる環境があること
が素敵だなと感じました。休暇を取得する職員にとっ
て心強いことだと思います。全ての人が働きやすい社
会になって欲しいと思い、私自身もワーク・ライフ・
バランスについて更に考えていきたいと思いました。

（山岸杏紀）

サービスや支援を届けることだけでなく、職員の働き
やすさを重視されているのが印象的でした。出産や介
護など多様な事情に対応した、生き生きと働ける職場
づくりというのが、よいサービスに繋がるのだと学び
ました。すべての人が笑顔で働くための取り組みにつ
いて多くの人に知ってもらうために、私自身が考えを
深めながらスピーカーとなっていきたいと思います。

（蒲原夏花）

短時間正職員制度や資格取得の支援、風通しの良い職
場にする努力など、職員の方々が働きやすい環境を
作っていくことが、ワーク・ライフ・バランスのため
にも重要なのだと学ぶことができました。今回の取材
をきっかけに、自分のワーク・ライフ・バランスのた
めにどのようなことができるか、またこれからできる
ようになるか考えてみたいと思いました。

（米桝結菜）

今回マイセルフの活動を通して、働き方にも多様性が
あるということを知り、将来への視野が広がりました。
また取材では法人の理念について伺う場面があったの
ですが、大切なのは実践することという言葉を拝聴し、
当たり前のことを当たり前に行うことの大切さと大変
さを同時に感じました。取材を通して多くのことを学
ぶ機会を与えてくださりありがとうございました。

（三好未緒）

編 集 後 記

インタビュー終了後『げんき』で働く吉田さんとの談笑の様子

品 川 区 行 動 計 画 推 進 会 議

　品川区行動計画推進会議は、1981年（昭和56年）、
区民の理解と協力を得て、男女共同参画社会をめざ
す「品川区行動計画」を推進し、充実を図ることを目
的に設置されました。
　令和4年7月15日に区役所講堂にて第18期品川
区行動計画推進会議委員委嘱式および第1回行動計
画推進会議が行われました。
委嘱式では出席した9人の委
員（欠席者2名）に委嘱状が交
付され、会長には第17期に
引き続き、立正大学法学部
教授の川眞田嘉壽子委員が
推薦され着任しました。

　委嘱式後に行われた第1回推進会議では、委員の
自己紹介や今後の会議の進め方などについて確認が
行われました。
　第18期品川区行動計画推進会議は諮問に基づき約
10回の会議を重ね、令和6年3月を期限とし、報告
書が提出されることになります。

■ 第18期品川区行動計画推進会議がスタートしました。
「女性の活躍への支援について
～女性の活躍と仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を推進するために～」

講 座 報 告

講 演 会 報 告

［参加者の感想］
◯相談機関につながりたいけどうま

く話せないという内容に、BOND
さんの必要性を感じました。

◯相談者の立場をよく分かった活動
（アウトリーチの必要、仲間の前で声
をかけないなど）に感銘を受けました。

「性の多様性と人権」をテーマとし、性の多様性をとりまく現状を知り、性的マ
イノリティへの理解を深めます。

［参加者の感想］
◯LGBTQの方が抱える悩みや考えて

いることが知れてよかった。
◯LGBTQの人が社会生活を送るうえ

で困っていることが具体的にわ
かったので、自分のできることか
らはじめていきたい。

■ 男女共同参画推進講座（令和4年8月4日（木）／会場参加2名、オンライン参加11名）

■ マイセルフ品川プラン 啓発・促進講演会（令和4年8月30日（火）／会場：五反田文化センター 音楽ホール／会場参加43名、オンライン参加28名）

｜講師｜橘　ジュン 氏（特定非営利活動法人BONDプロジェクト 代表者）

『若年女性たちのSOS ～埋もれる声に耳を傾けて～』
コロナ禍で孤独を深める若い女性たちの現状を学び理解を深めます。

｜講師｜杉山　文野 氏（NPO法人東京レインボープライド共同代表理事）

『性の多様性と人権』

最後にマイセルフを読んでいる方へ一言お願
いします。
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区内の各図書館、地域センター、文化センターなどで配布しています。

男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー か ら の お 知 らせ

女性相談員による相談室

きゅりあん改修工事による休館に伴い、
男女共同参画センターは令和4年１月
より仮移転していますが、令和 5年1
月からきゅりあんに戻る予定です。

男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー は 令 和 5 年 1 月 に き ゅ り あ ん に 戻 り ま す。

〒142-0062　品川区小山3-22-3
TEL：3784-0820　FAX：3784-0823

〒140-0011  品川区東大井5-18-1 きゅりあん３階
TEL：5479-4104　FAX：5479-4111令和5年1月から

令和4年12月まで

人間関係、家族の問題、配偶者や恋人などからの暴力（DV）や心や生き方、セクシュアリティなどの悩みごと、
また離婚、相続等、法律に関することなどお気軽にご相談ください。（性別問わずどなたでもご利用ください。）

［日時］	2022年11月12日（土）	 ［会場］スクエア荏原 ひらつかホール
	 13：00会場／13：30開演

詳しくは10月上旬掲載・配布のポスター・チラシ、品川区ホームページ、広報しながわ
10/1号をご覧ください。

男女共同参画推進フォーラム2022

事前予約が必要です。

予約不要。

予約電話：3784-0820　予約受付時間：平日午前9時～午後5時

※原則、品川区在住の方が対象です。

カウンセラーによる電話相談　相談専用電話：3784-0821
毎月第1・2・5木曜日　午前10時～午後3時30分
毎月第　 3 　木曜日　午前10時～午後7時30分
※ただし、木曜日が祝日の場合はお休みや日時変更となります
※令和5年1月からの相談専用電話：5479-4105

法律相談 【弁護士】	 法律に関すること
カウンセリング相談	 こころと生き方の

【カウンセラー】	 悩みごとなど
DV相談 【専門相談員】	 DVに関すること
※男性のDV相談は事前予約のうえ電話相談となります。

無料

相談時間 10月 11月 12月 1月 2月 3月

法律相談

午後1時～3時30分 5日
（水）

2日
（水）

7日
（水）

11日
（水）

1日
（水）

1日
（水）

午後1時～3時30分 11日
（火）

8日
（火）

13日
（火）

17日
（火）

14日
（火）

14日
（火）

午後5時30分～8時 17日
（月）

21日
（月）

19日
（月）

23日
（月）

20日
（月）

20日
（月）

カウンセリング相談 午後1時～4時 27日
（木）

24日
（木）

22日
（木）

26日
（木）

16日
（木）

23日
（木）

DV相談
午後1時～4時 7・21・28日

（金）
4・18・25日

（金）
2・16・23日

（金）
6・20・27日

（金）
3・17・24日

（金）
3・17・24・31日

（金）

午後5時30分～
8時30分

14日
（金）

11日
（金）

9日
（金）

13日
（金）

10日
（金）

10日
（金）

面 接 相 談

電 話 相 談

無料
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